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大正 7年頃 (於大井町自宅)



明治13、 14年頃同窓生と共に (於弘前党眠社)(0印藤田、ム印佐藤紅緑、中学程度)

‘明治32年 9月一同34年 6月
大蔵省専売局属時代

...明治35年 2月一同37年 7月
岩谷商会専務理事時代



明治42年秋、1li僚とくと結婚 (於東京)



大正4年、日本亡命中の孫文を囲んで (於巣鴨松柏軒)

大正14年頃、日活社長時代・ ;也永京都撮影所長と共に (於京都)



大正10年正月頃、家族全員と共に

左より長女 (近 藤 昭58・6没)長男謙次 (昭46・9没)

母圭子(昭40・]没)次男謙行 (昭23・3没)父謙一(昭
21・3没)三男謙友 (不破昭60'6没)次女純代
四男謙介 (目白20・7比烏で戦死)五男謙五



大正15年頃、東京商業会議所会頭時代
(ム印大山百11会頭、女優森律-f-、 口印成瀬貴族院~記官長 )

昭和 2年8月頃、家族と共に (於弘前藤田別邸)



昭和 3年頃、東京商工会議所会頭並びに初代日本商工会議所会頭時代
(於東京商工会議所議場、ム印渡辺鎖蔵専務理事)

昭和 3年御大礼記念博、開院宮をご先導 (上野公園)



昭和 3年 4月25日、第11回国際労働会議に日本使用者代表として出席 (於東京駅頭)

第11回国際労働会議議場にて演説 (於ジュネーブ)



昭和 3、 4年頃東久週宮殿下をお迎えして
(於東京陶工会議所 会頭lI.y代、殿下の左は中僑商工大臣)

昭和 3年頃、日本少年団連盟総長(事務代行)に就任

後藤新平前総長と交代の挨拶をかわす



日活社長として尾上松之助 (前列左より 2人目)と共に

フランス政治家アルベール ・卜ーマ氏らを迎えて



昭和 4、 5年頃、商工会議所新年宴会 (首相官邸)

‘
昭
和

3
年
6
月
頃
、
首
相
田
中
政
友
会
総
裁
と
共
に

(於
政
友
会
本
部
前
、
右
側
は
三
上
忠
泣
氏
)



修養社 (千f杵寺)の学生と共に

津軽家の方々と共に

，jiI9'Jイ[よリ !}jlF.ii幹事王 (分'不)木前氏、 1(1防法科 (本家)義幸氏、 (tI: 

に'γ:rl院γ:，uリJt詐未亡人.f11!~'{- (氏 (，})日 !J.-yn
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昭和11年、家族と共に由比ヶ浜へ

周年、家族と共に玉川別邸で



昭和13年 7月頃、故郷弘前を

E方聞の際 (於公園)



昭和14年 4月、蒙吉徳王令息トガルソロン日本留学中大井町自宅に滞在

昭和14、15年頃、|日藩主津軽義孝伯爵を囲んで (津軽家財政顧問時代)



昭和14、15年頃、青森県人会で朝国男爵と共に (於東京・新11fl述介社搬杉)

昭和19年 3月、五男謙五任官出征の際
(於:越 雌11I謙生前ii-，:1査の'ザ点)

日本少年団連盟総長代行として



当時の藤田別邸々宅

藤田別邸庭園より西方を望む



、沿ヤ
特命検閲使の宿舎となった藤田別邸

大正12年いまの市庁舎の場所に竣工したこの壮大な建造物は、 m民

の会合、 催しの場として大いに利用され、昭和30年代に解体される

まで親しみ愛された。



育英社正門を出る藤田謙一

(相撲をとる右が斎藤義雄医学博士、左が時チ山常三郎早大総長)



昭和13年 7月頃、研修生に
挨拶する藤田謙一
(於岩木町常盤野 ・藤田農牧場)

藤田農牧場における嫁入風景

昭和 2年 5月9目、育英社の舎生たち

ヰ[よリ粛正革武博、小笠原正縦、長谷川淳、小常山七日1¥、小野三郎、
鎌凶.iE刻、百[沢i!主八、川崎邦夫、船水何日1¥、小田切l繋
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わ
が
弘
前
商
工
会
議
所
は
、
昭
和
六
十
二
年
を
以
て
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
私
共
は
そ
の
記
念
事
業
の

一

っ
と
し
て
、

か
ね
て
よ
り
念
願
し
て
お
り
ま
し
た
郷
土
の
先
覚
藤
田
謙
一
氏
の
伝
記
の
刊
行
を
取
り
上
げ
、
企
画
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
上
梓
を
み
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に

ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

藤
田
謙
一
氏
は
弘
前
市
出
身
の
大
実
業
家
で
あ
り
ま
し
て
、
東
京
商
工
会
議
所
の
第
五
代
会
頭
在
任
中
、

日
本
商
工

会
議
所
の
創
設
に
奔
走
し
、

そ
の
設
立
と
同
時
に
初
代
会
頭
に
推
さ
れ
、

わ
が
国
経
済
の
振
興
に
活
躍
せ
ら
れ
ま
し
た

こ
と
は
、
ま
こ
と
に
郷
土
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
同
氏
の
お
人
柄
、
事
蹟
の
数
々
に
つ
い
て
は
残
き

れ
た
記
録
の
少
な
い
こ
と
が
痛
感
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

過
去
に
い
わ
ゆ
る
「
売
勲
事
件
」
に
連
座
し
、
栄
光
あ
る
座
よ
り
失
脚
の
止
む
な
き
に
至

っ
た
こ
と
が
原

因
し
、
稀
有
の
政
商
で
あ
っ
た
が
故
に
思
わ
ざ
る
策
謀
に
陥
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
残
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当

時
内
外
の
経
済
、
政
治
活
動
に
偉
大
な
足
跡
を
印
さ
れ
た
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
得
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

翻
っ
て
、

弘
前
市
に
と
り
ま
し
で
も
旧
制
官
立
弘
前
高
等
学
校
創
設
へ
の
協
力
、
当
時
県
民
の
眼
を
奪
っ
た
壮
麗
極



ま
り
な
い
白
亜
の
殿
堂
弘
前
市
公
会
堂
の
寄
贈
、
東
奥
義
塾
へ
の
支
援
を
含
む
育
英
事
業
の
推
進
、
藤
田
農
牧
場
の
開

2 

拓
、
藤
田
別
邸
の
建
設
等
々
、

地
域
文
化
振
興
の
た
め
払
わ
れ
た
貢
献
の
数
々
は
数
う
る
に
逗
が
な
い
程
で
あ
り
ま
す
。

特
に
昭
和
初
頭
の
金
融
恐
慌
に
は
、
地
元
金
融
機
関
が
格
段
の
御
心
労
御
斡
旋
を
い
た
だ
い
た
と
承
っ
て
お
り
ま
す
。

道
大
臣
に
陳
情
せ
し
め
た
青
函
海
底
ト
ン
ネ
ル
が
、

さ
ら
に
、
昭
和
十
七
年
、
氏
は
時
の
当
弘
前
商
工
会
議
所
会
頭
宮
川
忠
助
氏
等
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
総
理
大
臣
、
鉄

五
十
年
後
の
今
日
、
世
界
に
冠
た
る
我
が
国
の
技
術
を
あ
つ
め
て

華
聞
き
、
本
誌
刊
行
と
時
を
同
じ
く
し
て
供
用
開
始
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
正
に
藤
田
謙
一
氏
の
先
見
の

明
を
具
象
す
る
も
の
で
あ
り
、
私
共
の
畏
敬
し
て
や
ま
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
誌
の
刊
行
に
あ
た
り
ま
し
て
、
貴
重
な
資
料
を
御
貸
与
下
き
い
ま
し
た
御
遺
族
並
び
に
各
面
に
お
い
て
御
協
力
下

き
い
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、

そ
の
題
字
に
つ
き
ま
し
て
は
、

弘
前
市
長
福
士
文
知
氏
が

快
く
揮
毒
を
ご
承
諾
下
き
り
、
市
制
百
周
年
を
目
前
に
し
た
当
市
と
藤
田
謙
一
氏
の
縁
を
現
代
に
復
活
せ
し
め
た
も
の

と
、
感
慨
に
た
え
ま
せ
ん
。
き
ら
に
執
筆
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
稲
葉
克
夫
先
生
の
御
厚
意
に
対
し
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
、
本
誌
が
後
世
に
永
く
伝
え
ら
れ
、
郷
党
の
発
奮
に
資
す
る
こ
と
を
念
願
し
、

発
刊
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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日
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第
一
章

上
京
の
日
ま
で

1 

生
い
た
ち
・
:

小
学
生
時
代
・
・
・

弘
前
高
等
小
学
校
・
東
奥
義
塾
の
頃
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
日

青
森
県
庁
給
仕
・・
・・
・・・・・
・・・
・・・
・・
・・・
・・・・・・
・・・・・・・
・・
・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・
・・・
・・
・・・・・
・・・・
・・・・・・
・・・・日

2 3 4 
第
二
章

熊
野
博
士
書
生
時
代

17 

第
三
章

役
人
時
代

21 

第
四
章

神
戸
鈴
木
商
庖
グ
ル
ー
プ
の
実
業
人
と
し
て

1 

日東名岩
本 京 古 谷
活 毛 屋 天
動 織 小 狗
写株栗堂
真 式 家
株会の
式社整
会 : 理
社

34 31 28 27 

2 3 4 
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藤
田
流
社
員
管
理

39 

第
五
章

東
商
な
ら
び
に
日
商
会
頭
と
し
て

東
京
商
工
会
議
所
・
・
・
:
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・・
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・灯

渡
辺
書
記
長
の
登
用
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:・
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・:・・・・
・・・:
・・:
・・
・・:・・
・・・・・・
:
j
i
-
-
・・
:
:
日

藤
田
謙
一
氏
の
日
本
の
経
済
界
に
対
す
る
功
績
を
思
う
:
-j
i
-
-
j
i
-
-:
渡

辺

日
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第
八
章

「
世
界
平
和
へ
の
道
」

グ〉

構
本目

105 

6 

第
九
章

弘
前
と
藤
田
謙

4 

郷第藤藤藤官育藤藤藤藤藤
土 五 回回国立英国田回目田
へ 十 別 農 謙 弘 社 育 先 先 先育
の九邸牧ー前生英生生生英
メ銀と場さ高活社をにと杜
ツ 行弘とん等ほの偲つ育
セの前東の学か思ぶい英
|救市奥こ校:ぃ:て事
ジ 済公義と出 : の業
会 塾個
堂人:

的
回;
坤目

楠:時斎原玉柘
美;子藤 虫 山
山 :

省 :三 武為 文寿
吾;郎博徳 一 郎

179 173 167 154 148 121 

2 3 5 6 
第
十
章

藤
田
謙
一
の
人
物
像

183 

父
グ〉
方自
dじ」、

し、

出

不
破

謙
友



藤藤先藤追父
回回生田憶の
謙謙と謙の思
一一私ー藤い
氏に:先田出
のつ:生謙
思い:をー
いて:憶先
出 う生

渡藤柘羽楠藤
辺山山賀美田
愛良

綱 一寿太省謙
雄郎郎郎吾五

附

録
付

年

譜

・:

口
公
共
的
実
績
:
・
:

国
公
共
的
社
会
教
化
事
業
に
寄
附
し
た
金
額
:
:
:
:
・

同

系
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